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新
入
生
が
「
金
沢
さ
ん
ぽ
」 

 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

学
友
会
は
四
月
十
九
日
、
新
入

生
に
金
沢
の
歴
史
と
文
化
を
紹

介
す
る
「
金
沢
さ
ん
ぽ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
石
川
県
外
出
身

の
学
生
十
七
人
が
参
加
し
、
美

術
文
化
学
部
文
化
財
学
科
の
学

生
五
人
の
案
内
で
、
野
田
山
の

前
田
家
墓
所
、
長
町
武
家
屋
敷
、

尾
山
神
社
、
尾
崎
神
社
、
大
手

掘
、
石
川
門
、
兼
六
園
、
天
徳

院
を
順
に
巡
り
ま
し
た
。 

書
を
提
出
し
て
、
売
り
込
み
に

努
め
ま
し
た
。 

 

開
会
に
先
立
っ
て
、
石
田
寛

人
学
長
、
田
中
晴
人
全
学
就
職

委
員
長
が
「
本
学
は
少
人
数
教 

育
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
皆

さ
ん
の
企
業
の
お
役
に
立
ち
た 

い
と
い
う
学
生
と
の
良
い
ご
縁 

宣
誓
す
る
入
学
生
代
表
の 

高
山
大
生
君 

 
金沢城公園を訪れ記念写真に収まる新入生 

育
館
で
開
か
れ
、
石
川
、
富
山

な
ど
に
事
業
所
を
持
つ
九
十
七

社
・
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
四
年
、
短
大
二
年
の
学
生

合
わ
せ
て
約
四
百
人
が
、
志
望

す
る
業
種
、
企
業
の
ブ
ー
ス
を

巡
り
、
採
用
担
当
者
か
ら
説
明

を
聞
き
、
履
歴
書
や
自
己
紹
介 

報
学
部
准
教
授
の
「
経
済
の
準

静
的
変
化
と
企
業
規
模
を
考
慮

し
た
成
長
率
分
布
の
研
究
と
そ

の
応
用
と
し
て
の
リ
ス
ク
管

理
」
、高
田
伸
彦
美
術
文
化
学
部

教
授
の
「
俳
句
・
連
句
を
題
材

に
し
た
多
面
的
な
表
現
手
法
の

研
究
と
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

構
築
」（
研
究
分
担
・
協
力
者
＝

柳
澤
良
一
大
学
院
人
文
学
研
究

科
長
、
山
口
征
三
美
術
文
化
学

部
長
、高
屋
喜
久
子
同
准
教
授
）

の
二
件
が
新
規
、
前
川
浩
子
文

学
部
講
師
の
「
摂
食
障
害
お
よ

び
不
健
康
な
食
行
動
の
発
達
に

関
す
る
研
究
」
が
継
続
で
す
。 

 

短
大
で
は
、
相
良
多
喜
子
食 

物
栄
養
学
科
教
授
の
「
『
子
ど
も

の
こ
こ
ろ
』
の
発
達
に
及
ぼ
す

食
育
の
あ
り
方
に
関
す
る
コ
ホ 

―
ト
研
究
」
が
新
規
、
岡
島
厚

学
長
補
佐
の
「
実
用
プ
ラ
ン
ト

配
管
内
構
造
物
の
流
力
振
動
評

価
と
学
会
基
準
・
指
針
の
総
括

的
検
討
」
が
継
続
の
研
究
に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

真
剣
な
表
情
で
採
用
担
当
者
の

説
明
を
聞
く
女
子
学
生 

 
参加企業のブースが並んだ学内合同企業面接会 

＝金沢学院第一体育館 

 

東
高
校
の
入
学
式
＝
体
育
館 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
平
成
二

十
年
度
入
学
式
は
四
月
七
日
、

同
校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、
新

入
生
三
百
三
十
四
人
が
高
校
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

石
田
毅
士
郎
校
長
が
「
夢
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
人
は

輝
い
て
見
え
る
。
夢
を
大
切
に

し
、
勉
学
と
部
活
動
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
飛
田
秀
一
理
事
長
は

告
辞
で
「
想
像
力
を
持
っ
て
ほ 

し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興

味
を
持
ち
、見
た
り
聞
い
た
り
、

考
え
た
り
し
て
ほ
し
い
。
想
像

力
は
教
育
理
念
の
創
造
と
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
激
励
し
、
細

川
悟
後
援
会
長
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。 

新
入
生
代
表
の
高
山
大
生
君

（
津
幡
南
中
学
出
身
）
が
「
東

高
校
の
一
員
と
し
て
社
会
の
た

め
に
貢
献
で
き
る
人
間
を
目
指

す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。
在
校 
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想
像
力
を
高
め
よ
う 

東
高
に
３
３
４
人
入
学 

生
を
代
表
し
て
二
年
八
組
の
生

徒
が
校
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。 

合
同
面
接
会
に
97
社
、
学
生
400
人 

 

金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
教
員
が
獲
得
し
た

平
成
二
十
年
度
分
の
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
は
、
新
規
採
択

三
件
、
継
続
研
究
二
件
の
計
五

件
で
、
総
額
は
六
百
二
十
四
万

円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

大
学
で
は
、
石
川
温
経
営
情 

大
学
・

短
大
で
科
研
費
５
件 

新
規
は
石
川
、
高
田
、
相
良
先
生 

 

金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
学
内
合
同
企
業
面

接
会
は
四
月
十
五
日
、
第
一
体 

が
生
ま
れ
る
一
日
と
な
る
よ
う

望
み
ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
し
ま

し
た
。 

 

マ
ス
コ
ミ
、
印
刷
、
食
品
関

係
な
ど
の
ブ
ー
ス
は
順
番
待
ち

が
で
き
る
人
気
で
し
た
。
ま
だ
、

志
望
業
種
や
企
業
が
固
ま
っ
て

い
な
い
学
生
に
は
教
職
員
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
就
職
活
動
に
対

す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。 


